
 

 このコーナーでは、先日の懇談会等で保護者の方

からいただいた疑問や質問について、お答えできる

範囲で回答します。 

 

Q1：内申がどれくらいあったら、推薦してもらえ

ますか。 

A1：毎年、合格に必要な内申点や当日点が変動し

ているため、具体的な数字についてお話はできま

せん。ただ、過去の卒業生のデータを参考に、少

し幅のある領域での数字を推測してそれを根拠に

進路相談を行っていきます。 

 

Q2：公立の志望校に合格するためには、最低の内

申点はどれくらい必要ですか。具体的な数字を教

えて下さい。  

A2：これに関してはQ１の回答と同様となります。

公立入試は、内申点と当日のテストの得点の合計

点（進路通信８号を参照）で合否が決められます。

つまり当日のテストの出来が悪ければ不合格とな

るわけです。「これだけ内申あれば大丈夫」という

ものはありません。ですから、Q１のような方法

で進路指導を行っております。「どうしても数字を

知りたい」という方が見えましたら、インターネ

ットで検索すると、様々な学習塾が公開している

データが出てきます。参考にしてみてはいかがで

しょうか。但しあくまでも「目安」です。 

  公立受検の合格には、３学期の内申点と学力の

２つを兼ね備える必要があります。９月３日の実

力テストでは、現時点での尾張地区内での自分の

学力の位置を偏差値で確認することができます。 

 令和３年私立高校入試の志願状況一覧表を掲

載します。ぜひご参照下さい。 
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  先日、三者面談が行われました。懇談の中で、現時点の成績や学力からの進路について

各担任からお話があったのではないでしょうか。テストの結果が思うようにいかず、落ち

込んだ人もいると思います。ただ、まだ志望校は諦めるときではありません。２学期に志

望校に入学できるまでの学力や成績を獲得すればいいのです。ただ、これは並大抵の努力

では叶うものではありません。「受験は、何とかなる」ものではなく努力しなければ「何と

もならない」ものです。それを念頭に置いて、志望校を目指し尽力してほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


